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２００８年（平成２０年）５月１５日 (木) 晴 第２１４０回（ 当年度第４１回 ）例会 
 

点 鐘                     会長 樋江井 誠君 
司 会                      SAA  伊藤 靖祐君 
ロータリーソング             「それでこそロータリー」 

会長挨拶                    会長 樋江井 誠君 

皆様こんにちは。ミャンマーが大きなサイクロンに直撃さ
れ死者、行方不明者が２万人を超える、と報道されているさ
なか、今度は中国四川省で大地震が発生、死者“２万人超え
も”と 今朝の新聞で報道されています。 
地震の規模は阪神大震災の３０倍とも言われ、現地の生
々しい様子がテレビで報道されていますが どうする事も出
来ません。現地の人々の安全を祈るばかりです。 
大きな災害が２つ続きましたが他人事ではない様な気が
します。 
私が住んでいる名古屋市では、将来必ず来るといわれて
いる東海沖地震に備えて年に１回、学区主催で防災訓練を
行っています。場所は地域の小学校か中学校でおこないま
す。バケツリレーによる消火訓練、人工呼吸、そして震度５
程度の地震体験訓練、と半日程かけて行います。 
高齢者社会の進展する現在、マグニチュード８.０の地震が
発生した場合、訓練通りの動きが出来るかどうか、四川省の
テレビ報道を見ながら、この様になったら、これでお陀仏だ
なぁと家内と話合っています。 
以上挨拶に代えます。 
 

 

幹事報告  ―別紙―           副幹事  片平 博己君 
祝 福    ―別紙―              委員長  中島  仁 君 
出席報告                      委員長  尾関 憲市君 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

５４名 ４２名 １２名 ８４．０％ 

前々回（５月１日）規定休会の為 
補正出席率のご報告はありません。 

 
ニコボックス                 委員長 長谷川 優子君 
〇本日、ご担当の皆様、地区協議会報告よろしくお願い致し
ます。 
   樋江井 誠、安藤 正英、杉浦 賢二、片平 博己 各君 

〇卓話よろしく願いします。次年度よろしくおねがいします。 
     鈴木 健治、尾関 憲市、庄田 元久、松井 智義 各君 

〇本日、各担当分科会別に地区協議会報告させていただき
ます。宜しくお願いします。 

川崎 良一、杉本 哲一、石川 裕 各君 
〇何とか決算発表できました。売上がはじめて2,000億円を
超える事ができました。             豊田 耕彌君 
 
本日の卓話 

「 地区協議会報告～その2～ 」 
 

次年度社会奉仕委員長 片平 博己君 

 

私は、第 4 分科会に参加させていただきました。主な内容

は、 

１）パネラーによる社会奉仕活動の事例発表 

２）RCCについて 

３）環境情報の共有と広報について 

４）地区補助金について 

５）次年度テーマ「楽しく住みよい地域のために」について 

以上です。 

簡単にまとめ、印象を述べさせていただきます。 

パネラーには、樋江井会長もおられ、「国際こども環境絵画

展」について発表されました。各クラブの多彩な社会奉仕活

動の事例をお聞きし大いに参考になりましたが、規模の大
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きさはともあれ、当クラブの「国際」、「こども」、「環境」をミックス

した事業には改めて企画力に光る物があったと思いました。 

RCC とは、「Rotary Community Corp：ロータリー地域社

会共同隊」の略で、1989年にRIの公式プログラムに採用さ

れ、地域社会における教育、青少年（新世代）問題、高齢者

対策、社会福祉、自然保護などの諸問題を改善するため、

また、それぞれの地方の特徴ある伝統文化の継承、芸能の

保存などに着目して、地元の人々が独自に行う奉仕プログ

ラムです。 これについては、まだ広く認知されているとは

言えず、取り組まれているクラブも少ないようですが、ガバ

ナー方針の地区重点事項「調和の奉仕」の中に、「国際奉

仕・社会奉仕・地域奉仕の調和」がありますので、クラブの

存在感をアピールすることにもなるのでよろしくお願いした

いとのことでした。 

環境問題については、環境保全委員会委員長の石川先

生からご報告がありますので、割愛させていただきます。 

金額の多寡はありますが、5 年連続で補助金を交付され

ているのは、名古屋大須RCと当クラブのみです。補助金プ

ログラムの取組は、クラブ予算が厳しい中でも奉仕活動をし

っかり進めていこうという表れであり、その内容について評

価されてきた証であると思います。次年度は、補助金の総

額が、過去5年間の中で一番少なく、条件も年々、厳しくなり、

また、連続して補助を受けている当クラブへ向けられる目も

一層厳しくなると思われます。早期にしっかりした企画と説

得性のあるプラン作りが必要であると感じました。「ロータリ

アンよ、汗をかけ」これが裏付けされる事業計画がポイント

のようです。 

この内容は、テーマについてあれこれと言うより、アドバ

イザーの斉藤直美パストガバナーの講評が、大変勉強にな

りました。 

「社会奉仕に関する 1923 年の声明《決議 23-34》と 1992

年の声明《92-286》との比較をし、社会奉仕に対する指針と

各クラブのプログラムをチェックし、この一年を社会奉仕の

立場から、ロータリークラブを考えるチャンスだと思って取り

組んで欲しい。」とのことでした。 

《決議 23-34》にある奉仕の基本的な考え方によると、「ロ

ータリークラブの社会奉仕は、それ自身に目的があるという

よりは、ロータリアンに奉仕をさせるための訓練と実習であ

ると考えるべきであり、奉仕の主体は、クラブよりむしろロ

ータリアンにあると言えることになります。すなわち奉仕の

意義や仕方を学んだロータリアン個人が、各々その分野で

その実力を発揮して社会奉仕をしてもらいたい。また、その

奉仕活動が一般地域社会に対して指導力を発揮して、より

よい社会をつくる先達になって欲しい」ということになります。

《92-286》は、「社会奉仕に関する新しい方針」として、提案さ

れましたが、大規模な集団的奉仕活動としての国際的レベ

ルのロータリープログラムの強化と他団体との協力と言っ

た社会奉仕の実践のみに限定された指針に過ぎないとして、

《決議23-34》とともに使われるものとして、採択されました。 

このあたりについては、「ロータリー哲学の根幹をゆるが

すもの」として、相当なやりとりがあったとのことです。 

 ロータリーの奥深さと、一筋縄では理解できない難しさが

あり、先ほどの斉藤パストガバナーの言葉が改めて身にし

みる思いでした。 

次年度ローターアクト委員長 杉本 哲一君 

 

第六分科会に出席して参りました。 

テーマは「次世代の資源・新世代」及び「関連委員会の原点

回帰」です。 

1. テーマについて 

1）「次世代の資源・新世代」 

新世代委員会カウンセラーの松本 宏パストガバナー

様は小児科医の見地より、青少年の健全育成のスタート

は、出生直後の正しい育児と母子相互作用による母子の

絆の形成、その後の自発性・共感性の発達が極めて重

要な要素であり、基本的親子関係の構築は３０歳までが

重要となる点を力説し、次世代を担う青少年の健全育成

の推進に積極的に参加する意義を説かれておりました。 

2）「関連委員会の原点回帰」 

次年度は委員会そのものの在り方を大局的に見直し、

委員会の原点を再考、閉塞感とマンネリ化を払拭する改

革・改善の年度とし、事業の見直し、改善点の検証、課題

の検討・討議をし、小委員会の意識改革と組織運営の改

革・改善の必要を強く求めておりました。 

2. ローターアクト活動方針について 

地区テーマの下、アクターの自主性を尊重しつつ、活

動目的が大きくぶれない様指導、助言していきます。 

ロータリークラブ同様、会員増強が大きな課題となり、

各ロータリアンがアクトの活動に関心を持って参加頂き、

その良さを確認して頂きたい旨を申しておりました。 

3. ローターアクト地区テーマ「アクトに、かえろう」 

アクト活動の目的を見直す「原点回帰」と、各アクトらが

日々感じ、考えた事を各クラブに持ち帰り、クラブとして

共感できる場への成長の願いを込めたものです。 

アクトの目的のひとつは「地域社会のリーダー」として

の成長ですが、少年野球のコーチ、子供会の幇助等、小

さな事で構わない、立派なリーダーです。 

アクトの奉仕の精神は「思いやり」にあり、温かさのあ

るゆとりが自他を成長させる原動力です。 

4. ローターアクト設立の要項 

以下、「2760地区2008～2009年度新世代活動参考資料」より、 

1） ローターアクトクラブは、一つのロータリークラブ又は
数クラブによって結成され…(略) 
2） …(略)  3） …(略) 
4） ローターアクトクラブは、次の条件のもとに 2 以上のロ
ータリークラブが共同し、かつ提唱する事ができる。 
(a)…(略)、(b)…(略)、(c)…(略)、(d)…(略)、 




